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明冶荊銅

　岬国矩入衣政　○桜升保ふ

　回的　明冶at 代(i　封建社会ぷ，ら血ぐ社兪への転揖期V･あゐゐ;，衣生ｼA <nk. I' わ画期的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　Ｉな変革・時期t･あ。に　すなわち身かによふ衣眼枇制が禽止- iれ　続いりL服を（i じめ%

服，職能眼に洋服が｀採用iれ　直4　俯叙　上下li'< 廃止,されf;.　しかし　このよう4ヽ政冶

的妻錆（リ

てい，fこのr-:ろ7 か・明冶政府の欧化政呆(; 哨まして　if. 生治における洋塔化の遣程乙調

べI i じ(--よ')　>i 。曳艶を解絹レようｋレf'-.

　喀法　明冷政府の成i.から　鹿馮館瓦俗のかfこらレtこi-V議無。琳隆朝にiれる明冶^n 年

礦tで･ い珂冶前期h 走め　研拓対象tレfこ。t 晰tし乙a.新聞庫式伺冶編吽えをi. しし

t 両い　風略画，碑絵，当時の吋武% など%　冬考噴料ｋしに

　結栗　明冶前期は　生4に蜃■# しnこ軋俗・副題に政府の欧応政策が人3 く介λべ／ni千期

で'はあ，U *"■　それはt.鯵庶乳・if. 生遠の洋嫉妬(--は結びつカヽなか, f:,符に-ir ;の■:^喉

は嗜蕉ぺもか。!■-. このような吋鼓化I- みヽけ石男今来は　呼限H.のものの%■',態i-のNi亀む

あるが,女Ｊの社公約i^位がφく　社会盆出・場が哺がされていf; こk わ厘旧のひじつｋ

いえふ，この時期の帰懐% は　倒産^しズ職叢のす心楯用しに旱ん，屎卒，郷衝天・他，

欧化i-義の叉践% でヽあゐ政府の役人や　西欧良明を理解し　吽絨の樵催ヽ陸に気づいていに

レきぇられる今tや医^ のような知亀階級Tヽあ。I"- . >■/.-k-のような人々の汚服湊'i 'Aじめ

明冶政府の池代化政隼による急数な風俗の変化は　々れをうけヒめる庶民。生活峯魅レ忽

餓に　めr ましい礎化をあ/≒えf; しのに:^､われる。
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畏服加S 曝・)鴉帳簿Jrり｛だ菰生活の洋島化　恰嘩園短丈^石川妙子雁部曼

゛}＼3>程にっいて一明崇後期l対象と･してー　　駄義鵠‰な‰。

　目的住民りx生落釘扱売者徊けらの資忿桓よって考齢%綾けx来たT!><,今回･よ彿凌S

湊えてよ新しヽ> ≪'■>式の長生活づや瓦・秘'L淫－7i<住民＼ことI) 入八られご普及しひヽくま程

を、帳簿<^ 面Tiづ捉え、i た衣叱落胤壽。略図ヒしてのS 家。商うl Î- つ､｡、X.考察する。

　方俵　fl斟評研t中心ヒすい月冶後即の､卜売・卸売・仕入れ・仙ヽ帳簿及び萬控外筝を介

衿し. 閏係丈ll*:･ 聴取自I等^参% ‘゜考瓶し几-･

　結果　/.明冶後期・柘植恥こ記栽いM-x・リこ洋風・衣料･よすべて男子用ぞにや■?■ 用・)販

売Iよ応りれない。2明治3l % ､--I* S 客l' あヽけ5洋服類の販売li なかっtz. が、シャツ･ Xボ｀ン

下等の伴瓜下I li亮ら礼和服の下r-χ用々収てぃ/i-ヽタ／年がりむ- IS 為仔陵り販そと朕、こ,

斬品の法丈仕立-r こ□子なっていた｡。しヵヽし刄にｰ乙午t°iよ5蒙では洋服il は13 とんt" 這わa-

くなってぃた｡^緩富は官公私ﾉSLo-^う方町・文-きなふ人べ£ぞ。べ発･ま今刻払ヽヽボ多い。

弛洋胆・り杜立貨it如簾I- fc-ヒベX息く. 知丈詰吃､･りエ・貨あ･男物;裕の仕立ぺ､二部きした。二憬

服の仕入･ 昧をぼ和服｡と里riソ、f^本布･こよ･) 個(､砧ま^-s ラケマ/｡χ分ずフ伴入外、専

尾の仕立ﾉ1 に仕立させTい/屯。下芯瀬､ね^期r- iま自弧紐製ぶ。び多< ,　々和こ移へゐ7>^う<

ft ｰ･た。以上のこと^ヽら/､き地方･＝あ･ヽぺも. 衣生活・舛恥化ぶ男｝物ヵり妬i '几下*

よりX)| Iこ. S 島使司3≫ヽタ釦リ・･り作瓦てIことざんざ。2. ﾔ磯Iこ鳶･t i乍吏の制限利^や月

賦購入おt-もめr- ii影響% ふi. X ．ヽた．3,呼貼化一季入- 暑嵐・4_-,|,－" とμ･こあ･.べ.

用名が増i.て専門の考服屋≪-" '劃itするi -c"･i , 在末・黄獣心ベネ業－7^ヽため■3 泉業レ,

零・)橘柚的々琵友ヵ侈､生活の東海と促iJt､-- 寄^し削か乙を知ること・゛出末だ．

″
る
Ｓ


